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オムロン株式会社は、立石一真氏によって 1933 年に立石電機製作所として創業された、日本を
代表する電機メーカーの老舗ともいえる伝統ある企業である。他社にはない大きな特長は「事業
を通じて社会の発展に貢献する」という創業者の志を脈々と受け継ぎながら、世代を越えて事業
を発展させてきたことである。1990 年には現社名のオムロン株式会社に社名変更し、同時に、
より強固な経営体制を確立するためにスタートしたのが、独自に展開している 10 年先を目標と
する長期戦略である。今回の「巻頭対談」は、「オムロンの価値創造」について、2011 年に発表
した長期経営戦略「VG2020」の立案者のお一人でもある同社執行役員副社長の宮永裕氏をお訪
ねし、企業発展の根幹をお聞きした。

EXECUTIVE GUEST

企業理念を通じて持続可能な
「質量兼備の地球価値創造企業」を目指す

――「i-Automation!」でモノづくり現場のイノベーションを実現

●ゲスト

オムロン株式会社　執行役員副社長
インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー社長

宮永 裕 氏

●聞き手

株式会社 アルバック
代表取締役執行役員社長

岩下 節生

●本稿では製品名等の登録商標の表記は割愛しています。
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AI、IoT、ロボティクスを全面に
オムロン独自の長期戦略
岩下：オムロンさんをはじめ、京都にある多くの企業は世
界的に活躍していて、飛び抜けてお元気ですね。どうして
ですか。今日はこの対談を通して、宮永副社長にその点を
お教えいただき、京都企業の元気をいただきにまいりまし
た。（笑）
宮永：京都というと伝統的とか歴史的というイメージがあ
りますが、その反面、京都のカルチャーはかなり「新しい
もの好き」ということが言えると思います。かつ自らのア
イデンティティにけっこうこだわっています。これは冗談
ですが、いまだに京都人は京都が都だと思っているところ
があります。（笑）ですから東京に対しては巻かれまいとい
う意識が強いですね。それと新しいものに対して感性が研
ぎ澄まされた面があると思います。人まねをせずに、むや
みに規模だけを追わないというアイデンティティにこだわ

る京都企業の特徴かなと思います。
岩下：私は 2017 年に社長に就任しました。そのときの市
況をみますと、第４次産業革命と言われる、AI、IoT、ロ
ボティクスという技術革新が始まっていて、これは当社に
とっても大きなビジネスチャンスでもあります。オムロン
さんにとってもこの技術革新は現在進行中の VG（Value 
Generation）2.0 という中期計画でも掲げられている言葉
と一致しますね。そういった大きな波をオムロンさんはど
のようにとらえていらっしゃいますか。
宮永：技術革新の波によって、私どもが携わるオートメー
ションは、人手不足や人件費の高騰、熟練技能者の大量退
職など、社会的な課題の解決が期待される市場になってき
ています。特にファクトリーオートメーション（FA）の市
場にイノベーションが起きつつあるのを肌で感じまして、
2017 年より大きく舵を切りながら、次の 2020 年、さら
に次の 2030 年までの成長を引っ張るためにも、アクセル
を踏みなおしたところです。
　私どもの長期戦略 VG2020 は 2011 年からスタートし、
2020 年に及ぶ企業ビジョンを見据えたもので、その 10
年を３つのステージに分けています。最初の 2011 年から
13 年までは GLOBE ステージといって、地理的な拡大、た
とえば新興国の成長をテコにしてさらに成長しようとする
戦略です。2014 年からのステージ２は EARTH-1 ステー
ジといって新しい価値を創造して大きく成長しようという
もので、それをもう一つ加速したのが EARTH-2 ステージ
でした。当初この３つのステージを考えていました。とこ
ろが第１期の GLOBE ステージで新興国の成長がうまく行
き過ぎてしまい、第２期の EARTH-1 ステージでは、中国
や東南アジアの市場成長をテコに、もう一段成長ロケット
を飛ばそうとしましたが、中国の経済成長が少し鈍化し、
さらなる成長を期待していた東南アジア地域は思うほどに
は成長できない状態になりました。
　一方、事業を取り巻く環境は、AI や IoT、ロボティクス
といった新しい技術革新によって、様々な社会的課題を解
決したいという流れに急速なスピードで変化しています。

■ VG2.0 で目指す姿

VG2020

GLOBE
STAGE

EARTH-1
STAGE

VG2.0
(2017-2020)

VG2.0で目指す姿
質量兼備の

地球価値創造企業

売上高 1兆円
営業利益1,000億円

株式会社	アルバック
代表取締役執行役員社長	

岩下	節生
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そこで、大きく方針を転換しまして、2017 年からの新し
いステージは、これまでの延長線上にあった EARTH-2 ス
テージではなく、大いにイノベーションで成長していこう、
という目標と方向性を掲げ、VG2.0 としました。「VG」に
は Value Generation、つまり、新しい価値を創造して成長
しようという想いを込めており、VG2.0 は新しいシーズと
共にイノベーションを起こすことで、バージョンアップさ
せ、VG2020 で目指す「質量兼備の地球価値創造企業」に
なろう、という意図をもってスタートしています。

企業理念をベースにする
長期戦略の大きな目的
岩下：たいへん感銘的なのは、10 年計画という非常に長
いスパンでやっていらっしゃいますね。私の経験では通常
3 年程度ですが、オムロンさんは 10 年間というそんなに
長い先の方向は読めるものでしょうか。
宮永：オムロンが長期計画を実行しましたのは 3 回目です。
最初の長期戦略は 1991 年からの G'90s（ゴールデンナ
インティーズ）、2001 年からは GD2010（Grand Design 
2010）という長期戦略でした。今回は 3 回目の長期戦略
ということで、その立案に私も参加しました。ちょうどリ
ーマンショックの時でした。そんな大変な時期に「えらく
悠長な時間軸で戦略をたてているな」という目で見られて
いました。だからこそ、ブレない長期戦略の意義は大きい
と思いました。長期で世の中の流れや事業の方向性を読み
切るというよりも、長期戦略の大きな目的は「オムロンと

はいったい何者なのか」というオムロンの社会にとっての
価値、この根源的な議論に立ち返ることができるのが、10
年計画のいいところだと思います。中期計画や短期計画で
はそういうことに立ち返ることはできません。そういっ
た根源的な青臭い議論を 10 年単位で多くの社員を交えて
侃
かんかんがくがく

々諤々議論をする、ここに長期戦略の深い意味があると
思います。
　もちろん読みが当たらない場合もありますから、その軌
道修正対策として、「VG ローリング」と称し、毎年、環境
変化を常に見続けていて、変化にあわせて、戦略やゴール
を柔軟に変えていくという仕組みも戦略の中に組み入れて
います。これは 2 回の長期戦略を経て進歩した点です。こ
れによって 10 年間、形骸化することなく常に長期戦略を
近くに置きながら実行することができています。今回の
VG2020 という長期戦略は 7 年経ちましたが、社員の口か
ら出ないことがないくらい深く浸透しています。

2 年の準備期間で練り上げる
10 年プランの意義とは
岩下：計画をつくるまでのプロセスは重要なことですが、
どのような方法でされていますか。
宮永：今までは限られたメンバーだけで長期戦略が立案さ
れてきました。今回はできる限り、全世界の社員の意見を
聞きながら、みんなが自分ごととして捉えられるように、
2 年をかけてこの長期戦略を練っていきました。
岩下：そんなに時間をかけて立案されたんですか。

EXECUTIVE GUEST

■サステナビリティ・マネジメント

企業理念

経営のスタンス・サステナビリティ方針

■事業戦略
1. 注力ドメインを再設定し
　事業を再強化
2. ビジネスモデルの進化
3. コア技術の強化

■運営機能戦略
人財マネジメント・ものづくり・
リスクマネジメント・・・

■事業を通じて解決する社会課題
　ソーシャルニーズへの対応

■ステークホルダーの期待に応える課題

×

＋
パートナーとの協創

×

＋
パートナーとの協創

FA ヘルスケア モビリティ

人財
マネジメント ものづくり

エネルギー
マネジメント

リスク
マネジメント

「われわれの働きで われわれの生活を向上し よりよい社会をつくりましょう」

VG2.0 サステナビリティの注力課題領域



宮永： 5 年という中期プランでは 2 年という期間はかけら
れませんが、10 年だからこそ、2 年という長い準備期間を
設けることができるのです。世界中を回って忌憚のない意
見を聞き、それをすぐにフィードバックして、経営陣の意
見もベースにしながら議論を重ねました。2 年間というこの
期間が社員に浸透していくのに役立っていると思います。
岩下：今回の VG2.0 では、社会の変化に対応するために新
たにサステナビリティ課題や戦略が組み込まれましたが、
これはどういう意義があるのでしょうか。
宮永：昨今のサステナビリティや SDGs（Sustainable 
Development Goals）の流れは、私どもが昔からこだわっ
てやってきた経営の一つの根幹にかかわるものだと思って
います。オムロンは企業理念を常に念頭におきながら経営
を行っているのですが、その企業理念とは、社憲でもある

「われわれの働きで われわれの生活を向上し よりよい社会
をつくりましょう」というものです。これは言い方を変え
ますと、常に社会の課題を、事業を通じて解決しながら、
よりよい社会をつくっていきたい、ということです。
　現在のオムロンの事業ドメインは、FA、ヘルスケア、交
通管制システムや、駅務機器などの社会インフラ、車載用
部品（車の電装化機器）などですが、これらはすべてソー
シャルニーズ、社会の課題を解決することが元になってい
ます。オムロンは社会課題の解決を通じて世の中に貢献す
ることで成長してきた会社です。VG2.0 では、そういった
オムロンの経営姿勢や取り組みを投資家の方々にも理解し
て頂き、さらに新たな投資をしていただこうと考えています。

企業理念を世界中の社員に
浸透する TOGA の役割
岩下：オムロンさんのこうした「オムロンイズム」を社員
に浸透させるための布教活動みたいなことは意識的にされ
ていますか。
宮永：過度に意識的にやっています。オムロンの企業理念
に基づく、社会に対する取り組みを世界中の社員に浸透さ
せるために、The OMRON Global Awards、略して TOGA（ト
ガ）といっていますが、この試みを推し進めています。今
年で６年目になります。世界中の社員全員を巻き込んでの
もので、社員がチャレンジするテーマをエントリーし、世
界中のそれぞれの地域で勝ち抜き方式にして、最後の本選
を京都で開催し、自分たちの取り組みを全世界に中継しな
がら社員全員に向けて発表するわけです。
岩下：そのテーマは、どのような内容でしょうか。
宮永：年々変化してきています。テーマの根底にあるのは

「チャレンジ」です。オムロンの企業理念の一つに「絶え
ざるチャレンジ」というものがあり、「絶えざるチャレンジ」
を現場にまで浸透させようと、みんなでチャレンジする風
土・文化づくりが目的です。それを個人のチャレンジでは
なくグループ単位でエントリーします。年度初めにエント
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■ TOGA (The OMRON Global Awards)
2012 年からスタートした企業理念に基づくチャレンジ活動を
社員自ら宣言し、チームで実行し、その成果をグローバルで共有・
称賛しあう表彰制度。

日本

39%
3,407億円

2017年度

地域別
連結売上高構成比＊

8,600億円

2017年度

地域別
従業員構成比＊

36,193名

米州

14%
1,185億円

欧州

14%
1,180億円

中華圏

20%
1,719億円

東南アジア他

13%
1,109億円

日本

32%
11,554名

米州

12%
4,251名欧州

6.0%
2,263名

中華圏

32%
11,463名

東南アジア他

18%
6,662名

■海外売上高比率　約61％

■海外従業員比率　約68％

＊ 2018 年 3月 31 日時点
　注：各区分に属する主な国または地域は次のとおりです。
　　　米州：北米、中米、南米を含む　
　　　欧州：ヨーロッパ、ロシア、アフリカ、中東を含む
　　　中華圏：中国、台湾、香港を含む　
　　　東南アジア他：東南アジア、韓国、インド、オセアニアを含む



リーし、１年を通じて活動した結果を発表して、みんなで
評価しあう。結果だけを評価するのではなく、まずエント
リーして、手を挙げるということが重要です。
　予選を勝ち残ったチームは、５月 10 日の創業記念日に
最後の決戦発表を行います。今年の大きな傾向として、「チ
ャレンジを通していかに社会に貢献するか」です。こうい
ったテーマに深化していることが挙げられます。
　ちなみに、私のカンパニーの若いメンバーは、寒冷地で
ある北海道の工場で人手不足が深刻化し、なかなか働き手
がみつからないことに着目して、現地のエスアイヤー（シ
ステム業者）と組んで、人手がなくてもできる食品ピッキ
ングロボットのシステムを開発しました。結果、その工場
の生産性をかなり上げることができました。彼らのテーマ
名は、大胆にも「日本の食を救え」です。彼らはそういう
気概をもって、自分の仕事を通じて、お客様だけでなく社
会に貢献するという大きなチャレンジ精神をもってエント
リーしているのです。
岩下：スケールの大きい、前向きなテーマですね。素晴ら
しい。
宮永：発表会では TOGA で選ばれたチームを役員全員がみ
んなの前で精いっぱい褒めます。こういった活動を６年も
続けていますと、事業を通じて社会貢献をするというオム
ロンの企業理念がグローバルベースで社員に浸透していき
ます。オムロンの社員は全部で３万 6000 人いますが、ほ
ぼオムロン社員全員がそこに参加しています。さらに参加
メンバーの数は社員数よりも多いのです。一人ひとりが複
数のテーマに関わっているからです。毎年参加メンバーが
増えていて、テーマ数も増えています。TOGA は、企業理
念の浸透活動ともいえるもので、自然な形で企業理念を世
界中の社員にインストールするといった目的が定着してき
たかなと思います。

グローバル化経営のキーは
高い現地化比率の実現から
岩下：オムロンさんの社員の地域分布をみますとバランス
が取れていますね。
宮永：日本が約４割であとは世界中にいます。
岩下：VG2020 にもありましたグローバル人財、とくにダ
イバーシティの観点から国と文化の違う人たちを登用して
いく、そういったところでもいろいろなアイデアをお持ち
でしょうね。
宮永：ダイバーシティについては発展途上の段階であると
思います。一般的によく言われている男女のダイバーシテ
ィだけでなく、オムロンは人種の垣根を越えた現地化にも
重点を置いています。多くの日本企業は、欧米の現地法人
の社長や幹部は日本人というのが一般的ですが、オムロン
は現地化比率を上げるようにしています。現地化比率はい
ま約半分を占めています。当初、心配な面もありましたが、

かなり大胆に抜擢してみると日本人の感覚で心配している
にすぎなかったと分かりました。現地の人に任せたことで、
思った以上に大きな効果がありました。
　直近の例で申しますと、韓国の現地法人の社長を韓国人
にしました。韓国人からすると、自分たちも上のポストに
行く可能性があるという意識が生まれ、現地のムードが一
気に変わりました。
　性別や人種などの理由で昇進を妨げる意味の「ガラスの
天井」という言葉がありますが、他の重要なポストに自分
たちも就けるんだという、まさに「ガラスの天井」が取り
払われた状態なのでしょう。

EXECUTIVE GUEST
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オムロン株式会社　執行役員副社長
インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー社長
宮永　裕（みやなが　ゆたか）氏プロフィール
1962年（昭和37年）８月28日生まれ
1985年４月（昭和60年）立石電機株式会社（現オムロン株式会社）入社
2004年９月（平成16年）同社 インダストリアルオートメーションビジネス

カンパニー　センシング機器統轄事業部 アプリセ
ンサ事業部長に就任

2008年３月（平成20年）同社 グループ戦略室 経営戦略部長に就任
2010年６月（平成22年）同社 執行役員に就任
2011年３月（平成23年）同社 グローバル戦略本部長に就任
2013年４月（平成25年）同社 執行役員常務に就任
2014年３月（平成26年）同社 インダストリアルオートメーションビジネス

カンパニー社長に就任
2014年４月（平成26年）同社 執行役員専務に就任
2017年４月（平成29年）同社 執行役員副社長に就任

●会社概要　（2018 年 3 月末現在）
　オムロン株式会社 
　本社所在地：京都市下京区塩小路通堀川東入
　代表者：代表取締役社長 CEO　山田義仁
　創　業：1933 年 5 月 10 日
　設　立：1948 年 5 月 19 日
　資本金：641 億円
　売上高（連結）：2017 年度　8,600 億円
　従業員数： 36,193 人
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トップダウンで人財育成のカギを握る
コアポジション戦略
岩下：事業を展開するときに、情熱をもってやれる幹部が
いるかどうかで、成功するかどうかが決まってしまうよう
に思います。オムロンさんの成功する秘訣をお教えくださ
い。
宮永：決して成功確率は 100 パーセントではないんですが、
グローバルな人財制度として、コアポジション戦略という
のを設けています。事業にとって大きなインパクトを与え
る 200 のコアなポジションを定めており、事業部長あるい
は買収した会社の社長などが含まれます。この 200 のポス
トだけは、コーポレートの社長である山田が全部の人事権
を握っています。
岩下：宮永さんが社長をされているインダストリアルオー
トメーションビジネスカンパニーの社員であろうとも、こ
のコアポジションに入っていると山田社長の指示に従わざ
るを得ないのですか。
宮永：山田が変えると言ったら、私には断る権利はないの
です。200 のコアポジションに有能かつ情熱のある人がは
まっているかどうかを、「能力」という軸と「価値」という

軸の２つの軸で判断します。成果が出ないと、人を替える
ことになります。コアポジションには、常に有能でやる気
のある人をずっと埋め続けるという考えです。このように、
コアポジションの人財をきっちり見続けるということと、
さまざまな修羅場を経験させることで経営人財を育成して
います。

オムロン流世代交代の
仕掛けともなる長期戦略のメリット
岩下：オムロンさんは売上高１兆円にもう少しで手が届く
ところまできました。企業規模に応じた対応を変えること
も必要じゃないですか。
宮永：長期戦略ではまさに１兆円の売上を目指しています。
当社の山田は、「世の中で期待される企業になろう。世の中
から期待される企業になったということは、それがすなわ
ち成長につながることで、売上をあげるだけではなくて、
顧客や市場の期待に応え続けること、そうすることによっ
て、さらに新しい期待につながる。それが売上というかた
ちになって、企業に大きなメリットをもたらす。成長イコ
ール、われわれが世の中から必要とされる企業になったと
いうことだ」とよく言います。１兆円で満足することでは
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（2017 ～ 2020 年度計画）
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エネルギー
マネジメント
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パートナー (お客様、異業種、大学、研究機関 )

協創 協創

● 先進国での熟練者不足、
　 新興国での人件費高騰
● 多様化するモノづくり

● CO2 排出量増加による
　 地球温暖化

● 高血圧に起因する
　 脳・心血管疾患の発症増加
● 全世界で増加する呼吸器疾患

● 先進国での高齢者ドライバーによる
　 事故の増加
● 新興国での交通事故・交通渋滞や
　 環境負荷の増加

FA
（ファクトリー
オートメーション）

ヘルスケア

モビリティ

制御機器事業

アウトプット
（主要製品） お客様

会社目標（2020 年度）

財務目標

●売上高 1 兆円

●売上総利益率 41% 以上

●営業利益 1,000 億円

●ROIC 10% 以上

●ROE 10% 以上

●EPS 300 円以上

KPI・社会的価値

FA 機器

医療機器

製造業
（自動車・デジタル・食品ほか）

電器店、薬局ほか⇒ユーザー

自動車メーカー鉄道・
道路事業者ほか

住宅メーカー
ほか

家電メーカーほか

車載電装部品

駅務・交通機器保守・
サービス

パワー
コンディショナほか

社会の生産性向上による
経済発展に貢献

世界中の人々の健康で
健やかな生活への貢献

世界中の人々がより安全・安心・
快適・クリーンに生活できる
社会への貢献

再生可能エネルギーの普及で
持続可能な社会づくりへの貢献

ヘルスケア事業

車載事業

社会システム事業

本社直轄事業
（うち、環境事業）

非財務目標

＊M＆A + アライアンス

インプット



なく、それは区切りだと思います。
岩下：オムロンさんにとって、それはあくまでも通過点な
のですね。
宮永：前の長期戦略のとき、先輩方は「今度はおまえたち
だけでやってくれ、10 年先にわれわれはいないから……」
と。次の 10 年間をフルに活躍できるメンバーでやってほ
しいということでした。
　私が VG2020 をスタートしたときは当時 40 歳台でした
ので、10 年後までフルにできる年齢でした。2019 年頃に
始まる VG2020 の次の 2030 年の長期計画は、オムロン
の将来を支える若いメンバーを招集して、新しい 2030 年
を見据えたポスト VG がスタートすることになるでしょう。
次の世代に舵取りを任せる意味でもオムロン流の世代交代
といっていいでしょう。

広義にわたるオートメーション技術
「センシング＆コントロール＋ Think」
岩下：次の 10 年計画をつくるにあたり、従来のドメイン
のほかにどういったものがでてくると思いますか。
宮永：次の 10 年はきわめてスピーディに変化する時代で
すが、そのなかでもオムロンが社会貢献できるのはやはり

FA の領域だと思います。ただし、これからは FA だけにこ
だわらず、もっと社会全般の広義にもわたるオートメーシ
ョンを広げていかないといけないと思います。例えば、高
齢化や人手不足という社会現象が世の中の変化を促すこと
になります。
　それに対してオムロンはコントロールとセンシングと、
最近では「Think」をプラスした「センシング＆コントロー
ル＋ Think」をコア技術にして新たなオートメーションを
実現する、社会をオートメーションという横串で通してい
くというイメージをもっています。
岩下：近い将来、100 歳という平均寿命になると、家中に
センシング技術とコントロール技術とロボティクスをあわ
せた「ホームオートメーション」というのがあってもいい
でしょう。オムロンさんの仕事は限りないですね。
宮永：オムロンの目指すオートメーションとは人と機械が
いかにベストに調和するかです。製造現場では人の動きや
体調まで把握してセンシングする。省人化・無人化だけで
なく、お互いに上手に持ち味を引き出しながらお互いが調
和するような、これも広い意味で調和の取れた社会貢献の
オートメーションだと思います。
　VG2.0 は、まさにイノベーションが期待される時代に対
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応させたプランです。次の 2020 年から 2030 年もイノベ
ーションを中心に据えるというのはオムロンとして変わら
ないと思います。

世界一の幅広い制御技術で
モノづくり現場を革新する
オムロンの「i-Automation!」
岩下：こうしてお話しをお聞きしているとオムロンさんだ
けが儲かるという仕組みですね。（笑）
　アルバックに対して宮永副社長からアドバイスを頂戴し
たいと思いますが……。
宮永：アドバイスなどとんでもありませんが（笑）、ぜひ
ご提案させてください。私どもオムロンは装置や生産ライ
ンのオートメーションを構成するために必要なかなり幅広
い機器と技術を持っています。「ILORS」と称しています
が、I は Input、L は Logic、O は Output、R は Robot、S は
Safety です。センサーとコントローラー、モーターとロボ
ット、そして人を危険から守るセーフティ機器の全てを横
串で通すことができるメーカーは世界でもオムロンだけだ
と自負しています。私どもはこの「ILORS」をお客様の現

場や装置の課題に応じてソフトウェアでつなぎ、モノづく
り現場を革新することを「i-Automation!」と呼び、実現を
目指しています。
　オムロンでは制御に関するさまざまな課題を解決するた
めに、お客様のところにオートメーションセンターの SE
やフィールドエンジニアが出向き、場合によっては何か月
もお客様のところに詰めっきりで帰ってこないこともあり
ます。泥臭く現場経験を積み上げて、ソフトウェア部品を
つくり上げ、お客様とさらに磨いていきます。こうして出
来上がったプログラマブルロジックコントロール（PLC）
用ソフトウェア部品が現在 150 個ほどあり、今までできな
かった高度な機械の制御をおこなえるようになっています。
そうした制御と技術のライブラリーで、装置メーカーのア
ルバックさんと「i-Automation!」の実現に向けてご一緒さ
せていただければ有り難いと思っています。

スピードアップが要求される
先端的なイノベーションを担う技術本部
岩下：オムロンさんの開発戦略はどのようにされています
か。
宮永：オムロンには大きく二つの開発体制があります。一
つは事業部門がそれぞれ持つ開発体制です。もう一つは、
それぞれの部門を横串に通した形態の技術本部（京阪奈イ
ノベーションセンタ）を設けていることです。技術本部は
より先端的な技術を開発しており、VG2.0 になってからこ
の技術本部の役割が急速に高まってきました。IoT とかロ
ボティクスなどの分野はますますスピードが速くなってい
ます。自社だけの開発ではこの進歩についていけませんの
で、オムロンだけでやるのではなくて、技術本部がハブの
役割となって、それぞれの企業や大学、ベンチャー企業な
どとアライアンスのハブをつくる。今までは事業部の開発
ラインだけがやっていましたが、今回は技術本部がイノベ
ーションを担当します。
岩下：カンパニーの開発部門はどういったテーマをやって
いるのですか。
宮永：一つは商品開発、もう一つは商品開発をより強化す
るための技術開発です。この技術開発と技術本部が連携し
あう、２階建ての構造にしています。
岩下：そこには境界みたいなものはあるのですか。
宮永：組織としての境界はありますが、毎年それぞれのカ
ンパニーと技術本部は役割分担をしてテーマを決めていき
ます。両部門は極めて密に人事交流もやっていまして、そ
こで共同のテーマをつくりながら、技術本部は外部の技術
をもってきたり、もっと先の時間軸を担当したりするなど、
お互いに役割分担をしながら、技術本部は自分らの発案で
ちょっと跳んだ技術なんかも少しプロダクトアウトかも知
れませんが進めていきます。
岩下：技術本部の運営予算はカンパニーからいただくので

■「センシング＆コントロール＋ Think」を具現化した
　卓球コーチロボット「フォルフェウス」

「フォルフェウス」の仕組み

人と機械の相互成長を実現

センシング
●
球の速度・軌道を「見る」

＋ Think
対戦相手の打つ球の特徴を捉える
対戦相手の打ちやすい場所・速度を予測する

コントロール
打ち返す位置を「制御する」
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はなくて別予算でされているんですか。
宮永：別予算です。技術本部は完全に社長直轄です。連携
は積極的に行っていきますが、新しい技術と事業を起こし
ていくということですから、まるっきり別の組織として、
予算も別にしています。

オムロンとアルバックとの
「共創」実現を提案
岩下：アルバックは組織的に縦割りの事業部制を敷いてい
ますが、私は横串として各事業部の制御機器を専門に開発
する開発センターを開設したいと考えています。これから
の装置の付加価値は、装置の健康診断ができることです。
健康診断からデータが上がってきて、そこで的確に対応す
る機能がないと装置としての付加価値は生まれません。
宮永：装置の制御を横串にするというお考えは極めて
素晴らしいビジョンだと思います。機械メーカーがお
持ちの機械についての素晴らしい知見をデータ処理、
あるいは通信などで横串で通すためには制御技術が一
つのキーではないかと思います。
岩下：一つご提案があります。アルバックの装置の中
には IoT や AI、場合によってはロボティクスも入れた
りしています。FA のオムロンさんと装置メーカーのア
ルバックがビジネスパートナーとなり、アルバックを
実験台にしていただき、アルバックの装置でこの第４
次産業革命の技術を盛り込んだ価値を高めていただく。
例えばジョイントチームをアルバックの本社工場に常
設していただき、ぜひ装置メーカーとオムロンさんと

のコラボをお考えいただきたい。われわれも成長していき
たいと考えています。
宮永：オムロンでは“共に創る”と書いて「共創」と言っ
ていますが、私どもが実現を目指す「i-Automation!」は、
われわれだけでつくるのではなく、お客様と共創して実現
していくものだと考えています。特に IoT や AI の世界では
データがキーになっています。数多いデータをどうやって
分析し活用するか。例えば、データに基づいた新たな制御
アルゴリズムを一緒に現場で試しながら、装置に入れ込ん
でいくという、創り込みがないと開発ができない時代にな
っています。まさに「共創」です。アルバックさんとの「共
創」が可能であれば、非常にありがたいことです。
岩下：ぜひともオムロンさんにご協力をお願いしたいと思
います。本日は有難うございました。

EXECUTIVE GUEST

高精細画像ご提供お願いします

「知能化機械」
学習、進化する機械

「知能化するセルライン」
データ収集、蓄積、加工

「匠の技」　高速、高精度加工
革新的○○制御

「現場と事務所の融合」
設備技術と管理技術の融合

「モバイルRobot」
移動するロボット
コンベアレス生産

「機械化するセルライン」
ロボットとの協調

「官能検査」
人の感性に近づく

現場データ 現場データ

現場データ
ンベアレス生産生産

「設備のイベントゼロ」
予兆管理

integrated

intelligent

知能化

integrated

制御進化

interactive

ヒトと機械の新しい協調

■ i-Automation!
　3 つの＂ i ＂で、ものづくりにイノベーションを起こす「i -Automation !」


